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１．はじめに

本工法にてタイルを張りつけた場合、引張接着強度は
0.4N/mm2を満足できないことが多いが、断熱材に張付けて
いることから変形追従性能に優れる。

引張接着強度以外の強度指標や変形追従性能からも評価
する必要があると考えられた。

その３では、せん断および引張試験結果と、同時に測定した
変形追従性能について報告する。



２．せん断接着強度と変形追従性能

試験冶具の構成

ロードセル

引張

せん断力

アタッチメント 転び防止用ガイド

試験対象タイル

載荷部分写真

試験冶具



強度

(N/mm2)

最大荷重
時変位
(mm)

A1 0.33 3.18 断熱材

A3 0.17 4.33 断熱材-ﾓﾙﾀﾙ界面
A6 0.36 4.15 断熱材-ﾓﾙﾀﾙ界面

A8 0.28 5.85 断熱材
A9 0.26 4.59 断熱材-ﾓﾙﾀﾙ界面
A12 0.22 4.00 断熱材

A13 0.29 4.90 断熱材
A14 0.31 6.48 断熱材

C1 0.18 3.94 接着剤-ﾓﾙﾀﾙ界面
A1 0.36 6.10 断熱材

A4 0.15 2.63 断熱材-ﾓﾙﾀﾙ界面
A5 0.20 3.00 断熱材＋界面

A7 0.23 5.32 断熱材
A9 0.21 3.97 断熱材＋界面
A12 0.30 3.33 断熱材-ﾓﾙﾀﾙ界面

C1 0.35 4.29 接着剤-ﾓﾙﾀﾙ界面

試験体Ⅱ

試験体Ⅰ

試験結果

主破断部試験体
張付け
ブロック

記号

２．せん断接着強度と変形追従性能
張付けブロックとせん断接着試験結果

せん断接着強度は
0.15～0.36N/mm2

最大荷重時の変位
量は3～6mm程度

変位－荷重曲線
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引張接着強度とせん断接着強度
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回帰線と±30%



３. 引張接着強度と変形追従性能

強度

(N/mm2)

最大荷重
時変位
(mm)

A1 0.34 0.80 断熱材-ﾓﾙﾀﾙ界面

A3 0.33 1.13 断熱材-ﾓﾙﾀﾙ界面
A5 0.35 0.85 断熱材-ﾓﾙﾀﾙ界面
A6 0.42 1.00 断熱材-ﾓﾙﾀﾙ界面

A12 0.36 0.83 断熱材-ﾓﾙﾀﾙ界面
C1 0.46 0.95 断熱材-ﾓﾙﾀﾙ界面

試験結果

主破断部

試験体Ⅰ

試験体
張付け
ブロック

記号

張付けブロックと引張接着試験結果

引張接着強度は
0.33～0.46N/mm2

最大荷重時の変位
量は0.8～1.1mm

変位－荷重曲線
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健全部6ヶ月

健全部11ヶ月

健全部13ヶ月

耐凍害試験後

不良部11ヶ月

最大荷重時変位と引張接着強度

概ね、最大荷重時変位：0.4mm 以上
引張接着強度：0.25N/mm2 を上回る



４. まとめ

断熱材下地へのタイル直張り工法」にてタイルを張りつけ、せん
断試験ならびに引張試験を実施し、荷重と変位の関係を確認した。
 せん断接着強度は最大で0.35N/mm2程度で引張接着強度の

おおよそ半分であった。
 せん断接着試験において最大荷重時の変位量は３～６mm程

度であった。また、10mm程度までの変位では剥がれず、変形
追従性能は優れている。

 引張試験において、最大荷重時の変位量は1.0mm前後で
あった。また、変位量が３mmまでは0.5kN程度の荷重が保持
され、変形追従性能は優れている。

 健全に張り付けられたタイルの、材齢６ヶ月以降における平
均引張接着強度は0.25N/mm2以上となり、最大荷重時の変
位量は概ね0.4mmを確保できる。


